
平成１８年度有害大気汚染物質モニタリング調査結果

Ⅰ 有害大気汚染物質

１ 調査目的

県内の一般環境、発生源周辺の大気環境における有害大気汚染物質による汚染状況を把

握する。

２ 調査内容

（１）調査時期

平成１８年４月～平成１９年３月（毎月１回、合計１２回）

（２）調査地点

地域分類 調査地点 所在地

一般環境 八戸小学校局 八戸市売市字小待１５０

発生源周辺 根岸小学校局 八戸市河原木字根岸１－２※１

根岸小学校局における調査は環境省が実施※１

（３）調査対象物質

有機化合物（ベンゼン等１３物質）及び重金属類（水銀等６物質）

３ 調査結果

（１）環境基準の設定があるもの（４物質）

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンの４物質に

ついては環境基準が設定されているが、いずれの地点においても全ての物質で環境基準

を達成していた。

（２）環境基準の設定はないが指針値の設定があるもの（７物質）

平成１５年９月に指針値が設定されたアクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、ニッ

ケル化合物及び水銀及びその化合物の４物質については、いずれの地点においても指針

値を下回っていた。

また、平成１８年１２月に新たに指針値が設定された、クロロホルム、1,2-ジクロロ

エタン及び1,3-ブタジエンの３物質についても、いずれの地点においても指針値を下

回っていた。

○指針値について

指針値とは、環境中の有害大気汚染物質による健康リスクの低減を図るための指針となる

数値であり、大気モニタリングの評価に当たっての指標や事業者による排出抑制努力の指

標としての機能を果たすことが期待されるもので、７物質について設定されている。

（３）環境基準、指針値が設定されていないもの（８物質）

平成１８年度の全国の調査結果と比較したところ、クロム及びその化合物は全国平均

値の２倍程度、ヒ素及びその化合物は全国平均値と比較すると、八戸小学校においては

２.５倍程度、根岸小学校においては３２倍程度であった。

それ以外の項目については、全国平均値とほぼ同程度又は下回っていた。

４ 今後の対応

県では、平成９年から有害大気汚染物質モニタリング調査を実施しており、調査の結

果、全国平均値と比較して濃度が高い物質については、平成１５年度に発生源と考えら

れる事業者に対し排出削減の協力要請を行い、事業者は対策を継続して実施している。

今後も有害大気汚染物質モニタリング調査を継続して実施し、事業者に対して必要な

情報の提供を行い、県内の大気環境環境保全に努めていく。



表 平成１８年度有害大気汚染物質モニタリング調査結果

測定値(年平均値) <参考>

※２測定対象物質 一般環境 発生源周辺 単位H18年度 環境基準

全国結果 (年平均値)

（年平均値）八戸小学校局 根岸小学校局
※１

３

ベンゼン 1.3 1.2 1.7 3以下 μg/m

200以下トリクロロエチレン 0.031 0.038 0.90

200以下テトラクロロエチレン 0.055 0.039 0.31

150以下ジクロロメタン 0.41 0.36 2.8

（指針値2以下）アクリロニトリル 0.038 0.038 0.11

（指針値10以下）塩化ビニルモノマー 0.0062 0.0029 0.078

（指針値18以下）クロロホルム 0.20 0.16 0.23

（ ）1,2-ジクロロエタン 0.067 0.037 0.15 指針値1.6以下

（ ）1,3-ブタジエン 0.094 0.099 0.23 指針値2.5以下

な し酸化エチレン 0.033 0.056 0.10

な しアセトアルデヒド 1.0 1.5 2.7

な しホルムアルデヒド 1.7 1.9 3.1

３

ベンゾ[a]ピレン 0.31 0.22 0.30 な し ng/m

（指針値25以下）ニッケル化合物 16 13 5.6

ベリリウム及びその化合物 な し0.0043 0.016 0.034

な しマンガン及びその化合物 31 29 35

な しクロム及びその化合物 14 4.9 6.8

な しヒ素及びその化合物 5.4 70 2.2

（指針値40以下）水銀及びその化合物 2.2 3.0 2.2

根岸小学校局における調査は環境省が実施※１

μｇ[マイクログラム]：１００万分の１グラム（１０ グラム）※２
－６

ｎｇ[ナノグラム] ：１０億分の１グラム （１０ グラム）－９



平成１８年度有害大気汚染物質モニタリング調査結果

Ⅱ 重金属類（ローボリウムエアサンプラー法）

１ 調査目的

八戸地域の大気環境における重金属類による通年の汚染状況を正確に把握する。

２ 調査内容

（１）調査時期

平成１８年７月～継続実施中（通年）

（２）調査地点

調査地点 所在地

八戸小学校局 八戸市売市字小待１５０

八戸市第二魚市場局 八戸市江陽７－１７－５

根岸小学校局 八戸市河原木字根岸１－２

桔梗野小学校局 八戸市市川町字尻引前山３１－２

（３）調査対象物質

ヒ素、亜鉛、鉛、カドミウム

（平成１８年７月～平成１９年６月の年平均値、単位： ）３ 調査結果 ng/m ※
３

物質名 八戸小学校局 根岸小学校局 桔梗野小学校局八戸市第二魚市場局

ヒ素 ２.４ ２.７ ５.２ ４.７

亜鉛 ７８ ２００ １２０ １１０

鉛 １５ １８ ２３ ２７

カドミウム １.０ １.２ １.３ １.２

ｎｇ[ナノグラム]：１０億分の１グラム （１０ グラム）※
－９

４ 今後の対応

県では、平成１８年７月から、八戸地域の大気中の重金属類の濃度を正確に把握する

ことを目的として、大気を常時採取するローボリウムエアサンプラー法による調査を実

施している。

調査対象物質については環境基準等が定められていないが、今後も調査を継続し、八

戸地域における大気中の重金属類の濃度が低減するよう、排出事業者に情報を提供し、

県内の大気環境環境保全に努めていく。


